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雨④回も雷鳴電割線
近づくポンプ車操法遠賀都大会に備え、また、万一の火災や災害に備えて、天気の良い

日はグラウンドで、雨の日は室内で、遠賀町消防団は日夜訓練を続けているのです。

＊　6　月　の　税　金　＊

町　　県　　民　　税（第1期）納期　6月16日（月）一30日（月）

町税の納税は便利な口座振替で（遠賀郡農協遠賀支所、遠賀信用金庫、福岡銀行、西日本銀行芦屋支店、

福岡相互銀行の窓口で申し込みください。）



S簡単な防災措置

●不安定な

土塊をと●風で地鐘をゆきぶるような

リ去る大木を切る 艶　麗 �●水路の掃除をする ごて） 

鞭鶉 ∴1 －楽＼ジ �醗 ／⊇ ●構造物の兵籍は 修理補強をする 

●崩れをつな箇所 （こ木や板の棚や 瞭壁をする 

●ピール等で、かけを覆　　●雨水などを、かナに荒さ 

い、雨水の浸透を防ぐ　　　ないように水路を作る 

緊急避難場所〔舶時の連絡先8讃甲絹縁語譜〕
芙 蓉 �中 央 中 央 区 �広波 道広 告渡 �若 菜 ム 口 若 葉 ム 口 �松 ノ 本 �本 革 木 守 ′＼ �旧 停 �東 町 東 町 ノヽ �新 町 �遠 賀 川 遠 賀 川 �老 良 �束 本川 苑 東 和 苑 �浅 水 �西 町 西 町 ′＼ �士 別 府 �出 生 津 虫 生 津 �A 古 賀 �別府 千別 代 丸府 下則 雄 �尾 崎 �鬼 津 鬼 津 ノ＼ �若 松 �● 津 島 津 ／ヽ �区 分 

芙 蓉 公 民 館 ��道広 言減 公公 民氏 館館 ��松 ノ 本 公 民 館 ��旧 停 公 民 館 ��新 町 公 民 館 ��老 良 公 民 館 ��浅 木 公 民 館 ��上 別 府 公 民 館 ��今 古 賀 公 民 館 ��尼 崎 公 民 館 ��若 松 公 民 館 ��第 1 避 雑 �避 難 場 所 

公 民 館 ��公 民 館 ��－ヽ 民 館 ��工＼ 民 館 ��公 民 館 ��公 民 館 ��∴ 民 館 ��公 民 館 ��簑簑 館館 ��ム 民 館 ��ム 民 館 

芙 蓉 公 民 館 �遠 賀 中 ∴∴一 �遠 賀 中 学 校 �若 菜 ム l＝］ 公 �遠 賀 中 学 校 �遠 賀 雨 具 �老 人 憩 の 家 �東 町 公 民 � � �遠 賀 南 皇 子 校 � �遠 賀 南 中 ‾十 校 �田 町 公 民 館 �遠 賀 商 �出 生 津 公 民 館 �遠 賀 中 �千老 雄 館素 �尼 崎 公 民 �遠 賀 中 学 校 �遠 賀 中 �遵 焚 中 学 校 �第 2 避 1塑 賀 中 予 校 �姓 術 中 一千 校 �� 

千 校 ��民 館 ��千 校 ��館 ���� ��� ��一子 校 ��館 ��一十 校 ��難 

※第1避難は、部分的災害が発生した場合に近くの公共施設等に一時収容する。

※第2避難は、遠賀川、西Iii提防溢水、決壊等最悪の非常事態が発生した場合収容する。

）2（閉園良
的⑲塵

流
れ
る
前
に
梅
南
の
防
災

今
年
も
梅
雨
の
瞳
期
を
迎
え
ま
す
が
、
あ

な
た
の
水
害
に
対
す
る
備
え
は
で
き
て
い
ま

すか。梅
雨
は
、
長
雨
や
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
っ

て
地
盤
が
ゆ
る
み
、
か
け
崩
れ
や
地
す
べ
り

が
発
生
し
や
す
く
な
り
、
特
に
最
近
で
は
宅

地
の
飛
要
増
な
ど
か
ら
、
危
険
な
か
け
の
近

く
や
山
林
を
開
発
し
た
造
成
地
に
家
老
建
て

る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
た
め
に
、
人
家
へ
の

影
謡
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

遠
賀
町
で
は
、
梅
雨
晴
期
の
水
巻
を
防

ぎ
、
ま
た
、
住
民
の
被
筈
を
最
小
限
に
く
い

止
め
る
た
め
、
水
防
計
画
を
た
て
て
い
ま

す
。
災
害
に
あ
っ
た
と
き
の
緊
急
避
難
場
所

は
、
あ
な
た
の
家
庭
で
も
．
い
ざ
．
と
い
う

と
き
に
備
え
て
話
し
合
っ
て
お
き
、
あ
わ
て

す
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

点
検
ポ
イ
ン
ト

▽
家
の
回
り
の
排
水
路
に
つ
ま
り
は
な
い
か

▽
家
の
回
り
に
崖
崩
れ
の
恐
れ
は
な
い
か

▽
塀
や
看
板
、
煙
突
な
ど
倒
れ
や
す
い
も
の

は
な
い
か

▽
屋
根
瓦
に
割
れ
や
、
ず
れ
は
な
い
か

▽
窓
や
雨
戸
は
完
全
に
し
ま
る
か

対
策
ポ
イ
ン
ト

▽
停
感
に
備
え
懐
中
感

付
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

ラ
ジ
オ
な
ど
を
用
意

す
る

▽
避
難
塑
所
を
家
族
で
確
認
し
て
お
く

▽
貴
重
品
や
医
薬
品
を
ま
と
め
て
お
く
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織
ー
代
理
人
請
求
は
委
任
状
が
必
要
に
－

六
月
言
か
ら
佳
良
養
蚕
思
法
の
改
正

に
よ
り
、
「
住
民
票
の
至
、
「
戸
籍
の
附

票
の
至
の
請
求
方
法
や
、
粛
鼓
さ
れ
る
内

容
が
変
わ
り
ま
し
た
。

住
民
票
の
軍
の
交
付

○
従
来
の
住
民
票
の
与
の
記
載
内
容
の
う
ち

特
別
の
請
求
が
な
い
限
り
「
世
常
主
氏

名
」
　
「
続
柄
」
　
「
本
籍
塑
　
「
筆
頭
著

名
」
が
省
略
さ
れ
ま
す
。

○
本
人
ま
た
は
同
じ
世
帯
員
以
外
の
人
が
請

求
す
る
時
は
、
理
由
を
具
体
的
に
明
ら
か

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
請
求
が
不

当
な
目
的
に
よ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
時

は
、
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
聾
著
は
住
所
、
氏
名
を
自
署
し
押
印
が

必
要
で
す
。
代
理
人
の
と
き
は
二
百
円
の

収
入
印
紙
を
貼
っ
た
委
任
状
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
一
麗
漠
に
代
る
「
代

理
権
授
与
通
知
暫
し
（
印
紙
不
要
）
を
住

民
係
で
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
を

利
用
さ
れ
て
も
結
構
で
す
。

○
請
求
に
係
る
住
民
の
住
所
お
よ
び
氏
名
を

明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
八
日
‥
十
五
日
は
父
の
日
で
す
。

戸
籍
の
附
票
の
琴
の
交
付

○
戸
籍
の
附
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
ま
た

は
そ
の
配
偶
者
、
直
系
尊
属
も
し
く
は
直

系
卑
属
以
外
の
人
が
請
求
す
る
と
き
は
理

由
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
請
求
が
不
当
な
目
的
に
よ
る

こ
と
が
明
ら
か
な
と
き
は
、
交
付
ざ
れ
ま

せん。

○
葉
音
は
住
所
、
氏
名
を
自
著
し
押
印
が

必
要
で
す
。
代
理
人
の
と
き
は
二
百
円
の

収
入
印
紙
を
貼
っ
た
委
任
状
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
奮
性
状
に
代
る
「
代

理
権
授
与
週
毎
至
　
（
印
紙
不
要
）
を
住

民
係
で
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
を

利
用
さ
れ
て
も
鰭
で
す
。

○
請
求
に
係
る
声
籍
の
附
票
に
記
載
さ
れ
た

戸
籍
の
表
示
（
本
籍
地
、
筆
頭
署
名
）
を

調

査

に

ご

協

力

く

だ

さ

い

昭
和
六
十
一
年
事
業
所
統
計
調
査
（
七
月
一
目
現
在
）

国
の
蕾
蓑
的
な
統
計
調
査
の
一
つ
　
目
に
行
な
わ
れ
る
も
の
で
、
こ
の
間
に
産

で
あ
る
「
露
調
査
」
が
七
月
一
業
構
造
な
ど
も
相
当
変
化
し
て
お
り
、
そ

日
現
在
で
、
全
国
い
っ
せ
い
に
行
わ
れ
ま
　
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
し
て
、

す。
こ
の
調
査
は
、

我
が
国
の
す
べ
て

の
藁
所
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。

調
査
の
結
果
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

人
絹
繕
・
南
肛

調
査
は
、
県
知

疎
か
ら
任
命
さ
れ

た
事
業
所
統
計
調

査
貝
が
、
六
月
二

十
日
か
ら
垂
楽
所

を
甫
接
訪
問
し
、

を
得
て
働
い
て
い

る
場
所
の
こ
と
で
、
店
舗
や
啓
発
所
、
工

場
、
官
公
庁
、
病
院
、
学
校
の
ほ
か
、
神

社
、
寺
院
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

今
回
の
調
査
は
、
前
閏
調
査
か
ら
五
年

l
ヽ
．
●
．
●
ヽ
l
l
ヽ
．
．
●
，
i
l
●
●
．
・
－
〃
1
．
．
．
●
●
ヽ
、
‘
′
●
●
●
i
′
＼
．

明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
住
民
係
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。
＄
（
2
9
3
）
1
2
3
4

児
童
手
当
の
〝
現
況
眉
〟
を
出
し
ま
し
ょ
う

現
況
屈
は
、
現
在
支
給
を
受
け
て
い
る
方
　
引
き
続
き
受
け
ら
れ
る
資
格
が
あ
っ
て
も

の
前
年
の
所
得
、
楽
青
の
状
況
な
ど
を
届
け
　
現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
、
六
月
分
か
ち
の

て
も
ら
う
も
の
で
す
。
こ
の
届
け
出
は
引
き
　
手
当
を
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
こ
注

続
き
王
室
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
誌
の
∴
慧
く
だ
さ
い
。

調
査
票
に
罷
入
し
（

て
い
た
だ
い
て
回
収
す
る
と
い
う
古
法
で
…

行
い
ま
す
。
琶
さ
れ
る
馨
粟
は
、
銃
へ

窪
に
よ
農
密
が
守
ら
れ
ま
す
の
で
正
一

確
な
星
口
に
こ
協
力
下
さ
い
。
　
－

ヽ
ノ
．
●
　
l
ヽ
！
●
i
－
I
l
●
・
・
●
i
・
I
●
●
●
↓
・
I
．
1
・
；
ヽ
ヽ
－
′
●
ヽ
∴

役

場

人

事

冥

動

六
月
一
日
付
で
役
場
職
員
の
人
事
異
動
を

行
な
い
ま
し
た
。
（
　
）
内
は
旧
所
属
諜

・
建
設
課
長
　
　
大
田
巻
胤

（
学
校
教
育
課
長
）

。
学
校
教
育
課
長
泉
原
酒
秀

（建設課長）

る
大
切
な
も
の
で
す
。

期
限
は
六
月
末
日
で
す
。
お
早
目
に
。
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女子Iルーポール虫生津

軟式野球1 　514 ���浅＿木 12 ��　7 0　　　3 �0 

2 ��∴∴軸 ���015 31469 子ら 胆 

6 �1 5　3 ��101 

上虫広鬼新道不着中松別今東尾洩老英

接葵諾碧　緯瀬港町川守松央本脂質苑崎木良蓉

－
ム
が
参
加
し
て
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

が
行
わ
れ
、
虫
生
津
が
圧
刺
的
な
強
さ
で
四

連
覇
し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

広
　
波
2
i
O
英
∴
藷

軟
　
式
　
野
　
球

四
月
二
十
七
日
、
五
月
四
日
の
両
日
、
総

合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
十
七
チ
ー
ム
が
出
場
し
、

軟
式
裳
転
技
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
試
合
と
も
熱
戦
の
結
果
、
浅
木
チ
ー
ム

が
優
勝
し
ま
し
た
。

虫
羞
艶
誓
難
醐

若
松
肇
訓
告
畳
鰯

若
∴
松
2
I
O
遠
賀
川

新

新
　
町
2
I
l
松
の
本

町
紺
の
琴
隷
諦

新
　
町
2
i
l
中
　
央

鬼
　
溝
2
i
l
洩
　
木

和
苑
－
般
和
琴
…
脚
湖

東
利
発
2
i
O
漫
　
木

陸
上
カ
ー
ニ
バ
ル

五
月
二
十
五
日
、
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会

場
に
陸
上
カ
l
六
ル
が
開
催
さ
れ
、
急

白
に
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
け
ら
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
（
1
位
の
み
）

▽
男
子
棚
S
（
◎
印
は
大
会
新
証
録
）

小
学
3
年
◎
1
6
秒
1
　
　
筋
闘
犬
志
郎

◎
ュ
6
秒
1
　
　
森
谷
　
隆

小
学
4
年
◎
ュ
6
秒
1
　
　
森
　
哲
郎

小
学
5
年
◎
ュ
5
秒
2
　
　
河
野
大
介

小
学
6
年
⊥
5
秒
1
　
　
勝
島
　
順

由
学
〇
年
　
1
3
秒
3
　
　
三
宮
誠
司

▽
女
子
恥
の

小
学
1
年
　
ュ
7
秒
2

小
学
5
年
　
ュ
6
秒
3

▽
男
子
仰
m

中
学
2
年
　
1
分
4
秒

中
学
3
年
　
5
8
秒
8

▽
女
子
8
0
0
m

再
挙
2
年
　
2
分
4
3
秒
8

▽
男
子
1
5
0
0
m

中
学
1
年
　
4
分
的
秒
5

中
学
2
年
　
4
分
5
0
秒
8

向
学
3
年
　
1
分
4
2
秒
2

▽
男
子
5
0
0
0
m

▽
男
子
砲
丸
投

中
学
2
年
　
6
m
4
8
の

中
学
3
年
　
9
m
4
1
の

▽
男
手
走
り
巾
跳

中
学
1
年
　
4
m
6
8
の

中
学
2
年
　
5
m
2
5
億

中
学
3
年
　
5
m
3
2
の

一
般
　
　
4
m
7
5
の

▽
男
子
走
り
高
跳

中
学
3
年
　
1
m
5
6
の

太
鼓
の
好
き
な
人
集
ま
れ

商
工
会
青
年
部
で
は
、
遠
賀
町
の
青
少
年

健
全
育
成
と
村
お
こ
し
の
一
環
と
し
て
、
こ

の
た
び
遠
賀
太
鼓
を
結
成
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
今
年
の
夏
ま
つ
り
に
鼓
虚
し
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
太
鼓
の
好
き
な
中
学
生

以
上
の
男
女
を
藁
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
せ
は
遠
賀
町
南
雲
大
害
年
蔀

衝
（
2
9
3
）
0
1
6
5
へ
。
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・ず．言

、；こ．

（

わききしょうじ
（中　央）

続
遠
賀
町
文
蛍
丁
散
歩

㈲

西
川
を
遡
る
（
珊
）

吉
日
横
穴
の
お
く
つ
き
に
眠
る
古
代
の
人

々
の
盛
に
別
れ
、
団
地
の
串
を
通
り
ぬ
け
、

西
の
方
に
連
な
る
低
い
丘
の
方
に
歩
く
。

荒
五
郎
山
の
右
を
ま
い
て
田
圃
道
を
渡

り
、
人
家
が
点
々
と
つ
つ
く
源
内
と
呼
ば
れ

る
集
落
の
、
曲
り
く
ね
っ
た
道
を
た
ど
る
と
、

遠
賀
万
両
か
ら
来
た
道
に
出
る
。
山
梶
に

静
ま
る
古
物
神
社
に
参
る
。
こ
こ
は
藩
政
末

期
の
国
堂
著
伊
藤
常
足
の
遺
憩
で
あ
る
。
著

書
で
高
名
な
「
大
事
管
内
誌
」
の
こ
と
な
ど

頭
に
う
か
ぶ
。
古
び
た
鳥
居
を
く
ぐ
り
、
節

か
す
ぎ
る
ほ
ど
静
ま
っ
た
宮
居
に
居
る
と
、

ど
こ
か
ら
と
も
な
く
う
ぐ
い
す
の
声
が
き
こ

え
て
く
る
。

神
社
表
の
墓
所
を
拝
し
、
現
在
も
残
る
住

居
斑
な
ど
を
見
せ
て
も
ら
う
。

で
あ
っ
た
。
天
保
時
代
の
北
九
州
地
方
を
代

表
す
る
作
家
と
し
て
「
間
藤
集
」
を
世
に
出

し
た
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
遠
賀
の

人
た
ち
と
そ
の
歌
を
拾
っ
て
そ
の
昔
を
偲

ぶ。

伊
藤
常
足
は
こ
こ
の
神
主
を
し
な
か
ら
、

多
く
の
門
人
を
育
成
し
、
多
く
の
善
書
を
あ

ら
わ
し
、
心
の
こ
も
っ
た
和
歌
を
作
っ
た
の

一
八
月
十
五
日
は
父
の
日
で
す
。

茂
り
ゆ
く
木
々
の
棺
に
卯
の
花
は

雪
と
見
る
ま
で
朕
に
け
る
か
な十

両
守
善

夕
凪
に
ひ
る
の
暑
さ
も
忘
れ
つ
つ

す
ず
し
き
月
の
光
を
ぞ
見
る

折
尾
善
友

渡
る
べ
き
浅
瀬
も
深
く
な
り
に
け
り

壁
戸
の
瀬
戸
の
五
月
雨
の
こ
ろ久

野
　
養
主

演
し
ぎ
に
あ
か
ぬ
ふ
け
い
の
浦
な
れ
は

秋
か
と
思
ふ
松
の
ゆ
ふ
風

小
林
成
文

あ
か
つ
き
は
小
田
を
離
れ
て
山
ふ
か
く

入
野
の
末
の
さ
を
鹿
の
苗

信
　
仙
路

秋
の
野
に
暖
も
あ
わ
れ
と
咲
萩
の

花
を
残
し
て
ま
ぐ
さ
か
る
ら
ん有

言
直
徳

性
を
う
と
む
山
里
な
が
ら
花
も
み
ち

さ
か
り
の
比
は
人
ぞ
得
る
る

校
本
久
蔭

さ
び
し
や
と
思
ふ
秋
に
も
初
雁
の

鳴
渡
る
こ
そ
う
れ
し
か
り
け
り柴

田
　
勝
友

潔
か
り
し
昨
日
の
深
雪
と
け
初
て

寝
む
あ
な
た
に
藁
を
ぞ
つ
む筋

田
　
稲
雑

木
の
下
に
よ
り
て
ぞ
花
と
し
ら
れ
け
る

山
よ
り
山
に
か
か
る
白
雲

釈
　
通
一

得
藷
で
ま
ど
ろ
む
夜
半
の
手
枕
は

夢
う
つ
つ
と
も
知
ら
れ
き
り
け
り

柴
田
知
遇

歌
枕
に
現
わ
れ
た
の
は
何
処
で
あ
ろ
う

か
、
と
思
い
め
ぐ
ら
せ
な
が
ら
ま
た
元
の
西

川
の
方
へ
戻
る
。

（
片
山
花
衝
き

ー
郷
土
文
化
研
究
会
例
会
　
m

▽
日
時
6
月
告
辞
5
0
分
　
m

▽
場
所
英
公
愚
会
堂
　
i

▽
話
題
「
し
ぎ
だ
。
と
こ
と
は
÷

▽
講
師
吉
野
千
年
　
　
　
－

遠
賀
町
郷
土
文
化
研
究
会
調

福
岡
県
保
母
試
験

▽
試
験
日
1
月
5
0
日
～
8
月
1
日

▽
願
書
受
付
　
6
月
同
日
～
2
0
日

覇
、
聾
は
役
場
福
祉
係
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
保
母
試
験
に
対
す
る
受
験
準
備

講
習
会
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

▽
期
間
　
7
月
鳩
目
～
銃
口

▽
場
所
九
州
産
聾
実
学

▽
受
付
期
間
6
月
1
9
日
～
0
0
日

申
込
書
は
役
場
福
祉
係
に
あ
り
ま
す
。

毒
物
劇
物
扇
城
者
試
験

▽
試
験
日
　
8
月
1
日
　
1
0
時
か
ら

▽
試
験
場
第
一
薬
科
大
学
（
福
岡
市
）

▽
受
付
　
6
月
1
8
日
～
6
月
2
8
日

遠
賀
保
健
所

▽
詳
細
遠
賀
保
健
所

配
（
2
0
1
）
4
ュ
6
ュ
へ
。
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歯

医

者

さ

ん

虫
歯
予
防
の
お
話
の
最
後
と
し
て
、
今
回

は
歯
槽
膿
漏
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
に
し

ま
し
ょ
う
。

歯

槽

膿

漏

と

は

歯
槽
膿
漏
は
、
現
在
で
は
歯
周
病
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
歯
周
病
は
そ
の
旨
薬
の
通
り

歯
の
周
囲
、
つ
ま
り
歯
ぐ
き
ゃ
歯
を
支
え
る

骨
の
病
気
で
す
。

か
ら
の
　
ア
ド
バ
　
イ

歯

周

病

の

痘

状

健
康
な
歯
ぐ
さ
の
色
は
淡
い
ピ
ン
ク
色
で

ひ
き
し
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
歯
周
病
に
な
る

と○
歯
ぐ
さ
が
赤
く
腫
れ
る
。

○
歯
肉
か
ら
出
血
が
あ
る
。

○
口
臭
が
す
る
。

○
歯
が
ぐ
ら
つ
き
は
じ
め
る
。

ス
（
終
）

〇
四
と
歯
の
間
に
す
き
問
が
で
き
る
。

○
ど
こ
と
な
く
痛
み
⇔
不
快
感
が
あ
る
。

な
ど
の
症
状
が
あ
り
ま
す
。

枯
骨
）
を
破
壊
し
ま
す
。
歯
周
病
の
初
期
で

は
何
の
自
覚
症
状
も
な
く
、
歯
肉
に
炎
症
が

続
き
、
歯
槽
骨
の
破
頭
が
進
む
と
歯
が
ぐ
ら

つ
き
ま
す
。
最
後
に
は
歯
槽
骨
は
ほ
と
ん
ど

破
壊
さ
れ
て
、
歯
が
抜
け
落
ち
て
し
ま
い
ま

す。

歯
周
病
の
治
療
と
予
防

歯
周
病
の
治
猿
の
基
本
は
、
ゆ
る
ん
だ
歯

ぐ
さ
を
引
き
し
め
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め

に
最
ム
大
切
な
こ
と
は
歯
の
喬
を
清
潔
に

保
つ
こ
と
、
つ
ま
り
プ
ラ
ー
ク
を
き
れ
い
に

除
去
す
る
こ
と
で
す
。
食
詰
の
あ
と
に
は
必

歯

周

病

の

原

因

歯
周
病
の
主
な
原
因
は
、
プ
ラ
ー
ク
（
歯

垢
）
で
す
。

プ
ラ
ー
ク
は
歯
の
重
囲
に
薄
く
膜
状
に
形

成
さ
れ
、
七
〇
弟
は
細
菌
の
集
ま
り
で
す
。

む
し
歯
も
プ
ラ
ー
ク
の
中
の
細
菌
が
歯
を
溶

か
す
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
し
ま
す
が
、
歯
周

病
を
お
こ
す
細
菌
と
は
謹
類
が
異
な
り
ま

す
。
プ
ラ
ー
ク
の
中
の
細
菌
の
毒
素
が
歯
ぐ

善
に
炎
症
を
お
こ
し
、
歯
を
支
え
る
官
舎

ず
に
細
か
く
行
っ
て
下
さ
い
。
一
本
－
二
本

ず
つ
横
に
て
い
ね
い
に
毛
先
み
か
き
を
行
う

と
よ
い
で
し
ょ
う
。
槙
に
み
が
さ
つ
ら
い
所

は
垣
ノ
ラ
シ
を
た
て
に
持
っ
て
み
か
い
て
く

だ
さ
い
。
そ
れ
か
ら
プ
ラ
ー
ク
染
色
剤
を
使

っ
て
歯
面
の
よ
こ
れ
を
確
認
し
て
み
か
く
の

も
よ
い
方
法
で
し
ょ
う
。
ま
た
デ
ン
タ
ル
フ

ロ
ス
や
歯
固
ノ
ラ
シ
（
両
方
と
も
歯
と
歯
の

間
を
み
が
く
歯
ブ
ラ
シ
）
を
使
う
と
効
果
が

あ
り
ま
す
。
歯
周
病
の
対
策
と
む
し
歯
の
予

防
方
法
は
、
基
本
的
に
は
全
く
同
じ
で
す
。

大
切
な
歯
を
な
く
し
て
し
ま
っ
て
か
ら
で

は
文
字
ど
お
り
「
話
（
歯
な
し
）
」
に
な
り

ま
せ
ん
。
自
分
白
身
の
歯
は
自
分
で
守
り
ま

し
ょ
う
。
特
に
子
ど
も
の
歯
は
、
み
ん
な
で

守
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

虫
歯
予
防
の
素
話
は
今
回
で
終
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。還

啓
歯
科
医
師
会
公
衆
衛
生
委
員
会

濁
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鰹
願
望
衛
盤
の
ペ
∴
＝
ジ

農
相
i
瞳
の

∩
出
田
⑰

◎
期
　
日
　
6
月
1
7
日
（
火
）

▽
時
間
　
ュ
3
時
5
0
分
～
1
5
時
5
0
分

▽
場
所
中
央
公
民
館

三
種
混
合
予
防
接
種
（
ジ
フ

テ
リ
ア
、
百
日
せ
き
、
破
傷
風
）

▽
按
題
目
　
6
月
㌘
日
金
）

▽
時
間
受
付
　
1
3
時
ュ
0
分
～
1
4
時

接
種
　
1
3
時
如
分
～

▽
場
所
由
央
公
民
館

▽
対
象
者

・
第
一
期
生
後
2
4
～
4
8
カ
月
児

。
箆
一
期
　
第
一
期
鋒
J
後
、
ュ
2
～
ュ
8
カ
月

経
過
の
幼
児

▽
接
種
方
法

・
第
一
期
　
四
回
の
肉
い
ず
れ
か
三
回
接
穂

。
第
二
期
　
四
回
の
内
い
ず
れ
か
一
回
接
穂

▽
持
参
晶
問
診
票
、
母
子
手
旗

生
後
4
8
カ
月
を
す
ぎ
た
幼
児
は
二
謹
混
合

（
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
）
で
実
施
す
る
こ

あ
と
も
り
ま
す
。

手
洗
い
は
消
番
の
基
本
で
す
。
だ
れ
で
も

こ
く
日
常
的
に
し
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
病

人
の
看
護
を
す
る
た
め
の
手
洗
い
は
、
栴
別

の
入
念
さ
が
い
り
ま
す
。
消
毒
の
し
か
た
に

は
、
石
け
ん
や
ク
レ
ゾ
ー
ル
液
な
ど
を
使
っ

た
方
法
が
あ
り
ま
す
。

▼
石
け
ん
を
使
っ
て
▲

①
手
は
、
ま
ず
水
洗
い
し
た
後
、
石
け
ん
を

つ
け
て
こ
す
り
、
て
い
ね
い
に
洗
う
。
特
に

T
二
者
溶
液
な
ら

二
⊥
一
一
分
以
上
、
三

者
溶
液
な
ら
一
分
以

上
と
し
、
溶
液
の
中

で
ブ
ラ
シ
を
使
っ
て

手
を
こ
す
る
。

（
ク
レ
ゾ
ー
ル

石
け
ん
液
を
使

う
場
合
の
注
憲

点）☆
ク
レ
ゾ
ー
ル
石
け

ん
波
は
、
正
し
く
分
量
を
計
っ
て
作
り
ま

す
。
一
形
よ
り
三
弟
溶
液
の
ほ
ナ
つ
が
効
果
が

汚
れ
や
す
い
指
先

や
爪
の
ま
わ
。
、
　
　
消
　
毒
　
㈲

洗
い
忘
れ
が
ち
な

小
指
の
外
側
に
気

を
つ
け
る
。

⑧
石
け
ん
を
水
で

手
洗
　
い
　
は
　
入
念
　
に

一
八
月
十
五
日
は
父
の
日
で
す
o

洗
い
流
し
、
①
を
く
り
返
し
て
二
度
洗
い
し

て
か
ら
清
潔
な
タ
オ
ル
で
ふ
く
。

伝
染
怪
の
病
気
な
ど
で
、
特
に
医
師
の
指

示
が
あ
る
場
合
は
、
薬
品
を
使
っ
て
消
話
し

ます。▼
ク
レ
ゾ
ー
ル

石
け
ん
液
を
使
っ
て
▲

①
消
毒
す
る
前
に
、
石
け
ん
と
ブ
ラ
シ
を
使

っ
て
、
洗
い
残
し
が
な
い
よ
う
に
す
み
す
み

ま
で
こ
す
っ
て
お
く
。

⑪
一
三
一
重
溶
液
を
使
う
。
消
毒
時
間
は
、

あ
り
ま
す
が
、
三
方
溶
液
に
な
る
と
、
皮
膚

の
弱
い
人
は
手
荒
れ
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
原
液
が
皮
膚
に
つ
く
と
、
知
覚
マ
ヒ
ー
壊

死
（
細
胞
な
ど
が
局
部
的
に
死
ぬ
こ
と
）
に

な
る
の
で
、
す
ぐ
に
流
水
で
洗
い
落
と
し
て

く
だ
さ
い
。

☆
溶
液
を
入
れ
た
器
は
、
白
光
の
当
た
ら
な

い
と
こ
ろ
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。
白
が
当
た

る
と
消
霊
力
が
低
下
し
ま
す
。

☆
溶
液
の
交
換
は
、
色
が
濁
っ
て
き
た
り
、

ね
ず
み
色
が
か
っ
て
き
た
時
を
目
安
に
、
一

日
数
回
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
逆
性
石
け
ん
液
を

使
っ
て
▲

①
一
形
溶
液
を
作
り
、
溶
液
中
で
ブ
ラ
シ
を

使
っ
て
一
分
以
上
洗
う
。
⑪
タ
ン
パ
ク
質
は

消
毒
力
を
落
と
す
の
で
、
手
に
使
命
茨
が
つ

い
た
時
は
溶
液
で
消
毒
す
る
前
に
、
し
っ
か

り
洗
っ
て
お
く
。

（
逆
性
石
け
ん
液
を

使
う
場
合
の
注
意
点
）

☆
逆
性
石
け
ん
と
普
通
の
石
け
ん
は
絶
対
に

混
用
し
な
い
よ
う
に
注
適
し
ま
し
ょ
う
。
少

々
の
泡
が
混
じ
る
だ
け
で
消
毒
効
果
が
な
く

な
り
ま
す
。

☆
逆
性
石
け
ん
は
無
色
無
臭
、
刺
激
性
が
な

く
日
光
や
熱
に
も
強
い
の
で
、
一
般
に
よ
く

使
わ
れ
ま
す
。
病
室
の
拭
き
掃
除
に
溶
液
を

使
う
と
消
巷
効
果
が
あ
り
ま
す
。
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妊　　婦　　相　　談 � �役場保健室 �髄衛生係i駕躍酸付 ��7ページ 

25 �水 �民生児童委員会 � �役場第2 会議室 �福祉係匡児韻貝 �� 

27 �金 � �13：10－ �中央公民館 �髄衛生引離績カ月児 ��7ページ 
野　草　教　室　④ � �中央公民館 �社会教育係 �野草教室受諒生 � 

28 �土 �子ども全役貝学習会　④ � �中央公民館 �社会教育係巨区子ども会役員 �� 
マ　マ　テ　ニ　ス　教　室 � �総　合 運動公園 テニス場 �社会体育係車重申込者 �� 

暑中見舞はがき
6月16日発案（くじ付）

A質カラーテレビ
B質ステンレスポット

C集中型切手シート

銅
賞
事
膿
を
磨
く
奮
う

小
さ
な
子
ど
も
は
注
意
力
か
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
大
人
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
危

険
な
行
動
を
す
る
こ
と
か
あ
り
ま
す
。

事
故
や
い
た
ず
ら
を
な
く
し
、
事
故
か
ら

小
さ
な
子
ど
も
を
守
る
た
め
、
次
の
こ
と
を

よ
く
話
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

○
線
路
の
中
に
は
絶
対
入
ら
な
い
。

0
線
路
の
近
く
で
は
遊
ば
な
い
。

〇
線
飴
や
列
車
に
石
や
物
を
投
げ
な
い
。

O
L
や
断
機
の
下
を
く
く
ら
な
い
。

○
蛭
切
は
左
右
を
よ
く
確
か
め
て
わ
た
る
。

0
自
転
車
で
踏
切
を
わ
た
る
と
き
も
必
ず

止
ま
り
、
左
石
を
確
か
め
る
。

（
日
暮
方
便
を
目
指
し
て
盛
塾

出
題
　
本
因
坊
　
武
官
　
正
樹

白
先
禦
死
・
1
手
ま
で

●
ヒ
ン
ト
・
・
ま
ず
ツ
ケ
て

5
分
で
－
級
、
2
分
で
2
段
。

一
一
一
一
－
一
四
　
五
　
六
　
七

o
並
工
を
白
雪
L
・
寝
せ
∴
∴
Y
L
q
定

信
∠
ユ
キ
ん
の
8
日
知
の
打
者
の
Z
溝

¢
部
匂
母
4
人
S
l
日
　
へ
鱒
蜜
嚢
郭
）


